
宮田小だより 

み:自ら進んで学ぶ子 や:優しい心で助け合う子 た :たくましく粘り強い子 

し:ょう 信頼される学校に   令和４年 12 月 23 日 第 9 号   

 
     

 
 「トントン、失礼します！」ニコニコしながら校長室に入って 

きた 6 年生数名。「20日の校外学習のいも堀り、バスで行くこと 

を許可していただき、本当にありがとうございました！」と。 

あたたかい眼差しと思いがけない言葉に私はびっくり！ 

「ありがとう。でも、校長先生が OK を出したから行くことができたわ

けではないんだよ。保護者の方、地域の方、旅行会社の方、学年の先

生、サポートの先生、行先でお世話になる学校の職員の方。。。いろんな

方が協力して、実現に向けて頑張ってくれたからだよ。」 

そして、それは 6年生のみんなを大切に思い、応援してくれているか

らなんだよ。」6年生の言葉を聞いて思わず「うるっ」としながらも、

子どもたちにそう伝えました。 

 

「先生、はいっ」朝、挨拶をしながら落ち葉掃きをしている私に 

1年生が恥ずかしそうにくれた折り紙。裏に「こうちょうせんせいへ  

いつもおちばはき ありがとうございます。」と。 

うれしくて、以前もらったお手紙とともに大切にとってあります。   

 

心理学者の加藤諦三先生は、著書「やさしい人」の中で  

「やさしさ」について次のように述べています。 

「やさしい人は、花に水をあげるときにも、『自分が 
花なら水が欲しいだろうなぁ』と思って水をあげる。」 
「やさしい人はふれあうことでエネルギーが出る」 
「人間性の核にあるのは『やさしさ』」 
人間にとってもっとも大切なものは「やさしさ」である。 
やさしくなれば、生きることが楽になる。 
 

やさしさは「かかわり」の中から生まれます。人のやさしさに触れ、「いいなぁ、うれしいなぁ」

と思い感じれば、また人にやさしく「かかわれる」ようになれることでしょう。 

宮田っ子のやさしさにたくさん包まれた令和 4年、本当に幸せでした。「ありがとう」宮田っ子。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

HP QR コード 

市川よみうり 12 月 17 日号 

「6 年生の大仏」が掲載されました！ 

 

3 年生インタビューのお礼の手紙 

6 年生職場体験のお礼の封筒 

6 年生職場体験のお礼の手紙 

吹奏楽部 地区別音楽会♬ 

大洲小学校、大洲中学校のみなさんと 

演奏を聴きあえる素敵な時間でした。 

令和 5 年 1月 6日(金) 

出会いの会 下校 11:30 

1月 10日(火) 

 1～4 年 5 校時日課 

給食開始・委員会活動 

4 年・5 年・6 年身体測定 

1月 11日(水)  

定例研 

 下校 13 時 20 分 

 1 年・2 年・3 年身体測定 

 

http://risumail.shokuin.local/risumail/src/download.php?passed_id=13478&mailbox=INBOX&ent_id=2


 


